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論　　文　　の　　要　　旨

　線形制御理論とRiccati方程式が深く関連していることを指摘し，Riccati方程式の解の存在性，安

定性などを統一的に論じている。

　第1章　序論

　最適レギュレータなど各種制御方式とRiccati方程式の関係を，制御系及び評価関数で定まる定数行

列を解して説明し，定数行列の性質の変化のみで全ての制御理論に対応できることを説明している。

また定数行列に加える制限を徐々に緩める方向に制御理論が発達してきたことを説明し，本論文が将

来の制御理論の発展段階にも対応できるものであることを説明している。

　第2章　数学的基礎

　線形制御理論を，その発展段階とRiccati方程式の係数行列に加えられる制隈という形で，数学的に

整理している。これにより，制御系の設計方法と，Riccati方程式の解の関係を統一的に説明し，同方

程式の役割を簡潔に説明し，また将来の制御理論の発展段階に対応する方法を，数学的に説明してい

る。

　第3章　Riccati方程式の解の性質と間題の提起

　RiCCati方程式の解の安定性，正定性，正則性の判定法について，係数行列から判定する方法と，伝

達関数から判定する方法があることを説明し，また両者を結びつけるBoyd定理のあることを説明し，

本論文で解決すべき問題を説明している。

　第4章　Riccati方程式の解の存在性と正則性
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　与えられたシステムと双対なシステムを考え，両者に対応するRiccati方程式および双対Riccati方

程式の解の相互関係を論じている。この関係を利用して，Ri㏄ati方程式の性質とシステムの可制御，

可安定性，また，可観測性，可検出性の対応が説明できることを説明している。

　第5章　Boyd定理の拡張

　第3章で説明したBoyd定理が，システムの安定判別のための限られた範囲での定理であったので，

適当な書換えにより，これが一般の制御理論にも拡張できることを説明した。この定理により，

Ri㏄ati方程式の解の性質が容易に論じられるようになったことを説明している。

　第6章　伝達関数のH・・ノルムの最小値の計算

　最も新しい制御理論の一つであるH・。制御理論のノルム計算法を，上の結果を用いて説明している。

特に，状態フィードバックを用いたケースにも適用できるH∞ノルムの最小値の計算法を提案してい

る。

審　　査　　の　　要　　旨

　線形制御理論を深く考察し，艮iccati方程式を通じて明解かつ統一的に論じ，有効な制御系の設計の

指針を与え，また，将来の制御理論の展開を示唆している点で，工学的に意義ある論文といえよう。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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